
【教育活動の定期的な振り返りと更なる充実】実践例第２章

学級担任による教育活動の定期的な評価改善により、教育活動の質の向上を図
るカリキュラム・マネジメントの推進

～玉名市立滑石小学校～

Microsoft Formsを利用し、児童の自己評価を１年間に４回（前期前半、前期後半、後期前
半、後期後半）行い、その評価結果を生かし教育計画を見直すことで、教育活動の質の向上を
図っている。

「主体的に動く力」「人と関わる力」「や
り抜く力」の３つの資質・能力を育成するた
めに、１年間に４回のＰＤＣＡサイクルを位
置付け、評価時間（根っこ会議）を定期的に
設定します。
Microsoft Formsを利用した評価アンケート

集計や単元配列表を活用した教育計画づくり
では、学級担任が目の前の児童の実態を把握
して改善につなげています。その際、５Ｗ１
Ｈを意識して計画することで、実現の可能性
を高め、教育活動の質の向上を目指した取組
となっています。

【「根っこ会議」で意見を出し合う様子】

【「根っこタイム（児童集会）」で意見を出し合う様子】

【Formsを利用した評価アンケート画面の一部】

根っこタイム（児童集会）において、ア
ンケート結果から分かる学校全体及び各学
級の意識の変容を円グラフで提示し、学級
で取り組むべきことを考えさせていく中で、
合意形成や児童一人一人が頑張ることの意
思決定に役立て、教育活動の質の向上につ
なげました。

〇評価アンケートについて
「主体的に動く力」「人と関わる力」「やり

抜く力」の３つの資質・能力のアンケート項目
に、それぞれ「授業」「学校生活」「行事等」
の３項目ずつを設定しました。また、３つの資
質・能力について、どのような気持ちで頑張っ
たかの記述も取り入れました。
〇「主体的に動く力」の項目例
・授業で、課題をとらえ、自分なりの考えをも
ち、取り組むことができましたか。

・学校生活で、善悪の判断を付け、正しいと思
うことを考えて動くことができましたか。

・行事や学活、委員会活動で、目標をもち、自
分ができることを明確にし、行動することが
できましたか。



【教育活動の定期的な振り返りと更なる充実】実践例第２章

小中連携を基盤とした教育活動（９年間の連続した学びの構築、インクルーシ
ブ教育システムの推進、小中共通の学校教育目標設定等）の展開

～山鹿市立鹿北小学校・鹿北中学校～

小中学校９年間で目指す子供の姿、重点的に育成を目指す資質・能力を設定し、その実

現に向けた具体的な取組を好循環につなげるＰＤＣＡサイクルが実施されています。
これまでの教育にとらわれず、新たな取組を教職員が連携・協働し、五者で共有してい

ます。その代表的なものとして、教育課程を「６・３制」の考えを大切にしながらも、運
営上にて「４・３・２制」に再構築し、Ⅰ期からⅢ期としています。特にⅡ期（小５・６、
中１）では、中１ギャップの解消のため一部教科担任制を導入して、教育活動を展開して
います。

鹿北小・鹿北中学校は隣接しており、小中連携を基盤とした教育活動が展開されている。
鹿北で学ぶすべての子供が自立して生きていくことができるための教育が実践されている。



【教育活動の定期的な振り返りと更なる充実】実践例第２章

学校教育目標の実現に向けた振り返りと、より具体的な改善・計画へつなげる
取組

～水上村立岩野小学校～

各学年の年間指導計画一覧表を使って、年度初めや各学期末、行事等の実施後に職員間で気付き等

を出し合い、課題の「見える化」を図りながら、より具体的な改善と課題解決の取組を行っている。

年度当初にグランドデザインを基に学校

教育目標等を全職員で共通理解した後、校

内研修で前年度の反省を踏まえながら、年

間指導計画一覧表を作成します。

各学期末や学校行事等を行った後の校内

研修や放課後のミニ研修の場で、単元構成

や指導内容に関する気付き、次の単元づく

りや指導過程につながるアイデア等を職員

間で出し合いました。そして、そのアイ

ディアを一覧表に書き込み意識化を図るこ

とで、その後の改善につなげています。

また、一覧表は各教室に常掲し、担任等

が授業後の気付き等をその場で記入すると

ともに、児童、保護者及び地域の方々と共

有できるようにしています。【｢各学年の年間指導計画一覧表｣と、気付きを出し合う職員の様子】


